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合同会社 Natural Grace
所在地

事業体概要

（本　社）　朝来市新井364番地 
（事務所）　朝来市新井625地内 

連絡先 TEL  070－8502－8889
E-mail  naturalgrace.llc2022@gmail.com

代表者　　　　　代表社員　羽渕友哉
設立年月日　　　令和4年5月2日
資本金（出資金）　300,000円
決算期　　　　　3月（事業期間4月～3月）
年間売上高　　　100,000千円 
役員数　　　　　２名
従業員数　　　　従業員数 5人（男性5人）
保有機械　　　　グラップル1台、プロセッサ1台、
　　　　　　　　ハーベスタ1台、フォワーダ1台、
　　　　　　　　大型トラック2台

過去の採用情報（参考）
給与　　　　　　日給月給制・出来高制 
諸手当　　　　　有り
昇給・賞与　　　有り
勤務時間　　　　8時～16時（うち休憩2時間）
休日・休暇　　　日曜日、盆休、年末年始
社会保険　　　　雇用、労災、健康、厚生年金
退職金制度　　　有り（林退共）
福利厚生　　　　チェーンソー含む装備品の支給
　　　　　　　　資格取得補助
　　　　　　　　懇親会、社員旅行

事業体の沿革
　令和4年5月、林業経験者3名が独立し、合同会社
Natural Graceを設立しました。
　社名には「自然の恵みに感謝」という想いを込め、
日々、自然と仕事をくださる皆さまへの感謝を忘れ
ず、事業に取り組んでおります。
　これまで培ってきた技術と経験を活かし、素材生
産・保育作業・森林整備、危険木伐採など、林業に
関わる事業全般に従事しています。
　現在は、素材生産班と保育班の2班体制で稼働し
ており、必要に応じて特殊伐採にも対応できる体制
を整えています。

仕事の内容
勤務地　　　　　県内全域、京都府全域
仕事内容　　　　森林整備（植栽・保育間伐）
　　　　　　　　素材生産（搬出間伐・皆伐）
　　　　　　　　特殊伐採
　　　　　　　　作業道開設

特色のある取組
・設立5年目の若い会社で、平均年齢は約35歳。
　社内には活気があります。
・昨年度に新たにプロセッサを購入。最新鋭機械の
　導入による労働負荷の低減を図っています。

現場作業風景 自社プロセッサと現場作業員

日本土地山林（株）山林事業部
所在地

事業体概要

（本社） 東京都品川区東北品川4－7－6
（山林事業部）
　　　　朝来市新井777

連絡先 TEL  079－677－0536
FAX  079－677－0773
E-mail  sanrin@nihontochisanrin.co.jp
ホームページ  
http://www.nihontochisanrin.co.jp/index.html

代表者　　　　　取締役部長　枡岡　望
設立年月日　　　昭和６年２月25日
資本金（出資金） 1億5千万円
決算期　　　　　12月（事業期間１月～12月）
年間売上高　　　1,035百万円
役員数　　　　　取締役６人、監査役２人
従業員数　　　　59人（男性23人・女性36人、内
　　　　　　　　山林事業部９人）
保有機械　　　 ウインチ付グラップル４台（3、5、8t）、
　　　　　　　　ハーベスタ（14t）、プロセッサ（7t）、
　　　　　　　　フォワーダ２台、タワーヤーダ、
　　　　　　　　グラップル（12t）、
　　　　　　　　スイングヤーダ 他

高性能林業機械による造材 直営班は全員20代（事業部平均年齢40歳）

過去の採用情報（参考）
給与　　　　　　日給月給、月給制（正社員）
諸手当　　　　　有り（通勤）
昇給・賞与　　　有り（正社員）
勤務時間　　　　8時～17時
休日・休暇　　　1・2・4土曜、日曜祝祭日、
　　　　　　　　盆休、年末年始
社会保険　　　　雇用、労災、健康、厚生年金
退職金制度　　　有り（正社員のみ中退共）
福利厚生　　　　作業着・防護服他安全装備支給

事業体の沿革

仕事の内容
勤務地　　　　　兵庫県朝来市新井777

仕事内容　　　　素材生産（搬出）、作業道開設
　　　　　　　　その他林業経営全般 

特色のある取組
・2009年FSC森林認証を取得
・架線系と車両系を使い分けての搬出間伐
・スマート林業技術の活用
　（ドローン、GNSS、レーザースキャナーなど）
・自社土場で選別し、製材・合板工場等に直送・直売

　日本土地山林の前身は、およそ100年前、明治時
代まで遡ります。資源の乏しいわが国において、森
林は再生産可能な貴重な資源です。創業者には、単
に自らの営利を求めるためではなく、山林を育てる
ことで持続可能な産業を興し、 地域を活性化させる
ことで社会に貢献したいとの思いがありました。そ
の後、山林の計画的な保護・育成を進め、森林資源
の有効活用に努めてきた結果、林業を起点に、木材
の加工・流通・販売・建築・土木と発展してきた当
社の事業は、さらに観光・文化事業へと広がってい
きます。
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